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岐阜県 /武儀川
むぎがわ

Pro� le

行
政
・
地
域
の
縦
割
り
を
超
え
た

連
携
が
河
川
と
農
地
を
つ
な
ぐ

【河川名】
木曽川水系長良川支川武儀川
【執筆者】
原田守啓 （岐阜大学流域圏科学研究
センター）/中内惇夫 （岐阜県県土
整備部河川課）

岐阜県関市

　
経
緯
・
目
的

河
川
と
農
業
排
水
路
、
農
業
排
水
路
と
水
田
を

つ
な
ぐ
『
水
み
ち
連
携
事
業
』
は
じ
ま
る

岐
阜
県
河
川
課
は
、
岐
阜
県
版
の
多
自
然
川

づ
く
り
で
あ
る
「
自
然
共
生
川
づ
く
り
」
や
、

川
の
生
き
物
が
移
動
す
る
た
め
の
魚
道
の
整
備

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
川
の
生
態

系
を
保
全
す
る
た
め
に
は
川
の
中
の
生
息
場
の

整
備
と
連
続
性
の
確
保
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ

り
、
河
川
と
農
地
（
田
ん
ぼ
）
の
“水
み
ち
”

の
連
続
性
が
必
要
で
す
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
河
川
と
農
地
の
管
理
者
と
地
元
が
連

携
し
た
取
り
組
み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
岐
阜

県
水
産
研
究
所
が
濃
尾
平
野
の
農
業
排
水
路
で

徹
底
的
な
魚
類
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
川
と
つ

な
が
っ
た
農
業
排
水
路
で
見
つ
か
る
魚
種
数

は
、
落
差
工
な
ど
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
て
い
る

水
路
と
比
べ
て
大
幅
に
多
い
こ
と
が
確
認
さ

れ
、
こ
れ
に
後
押
し
さ
れ
る
形
で
、
岐
阜
県
の

県
土
整
備
部
河
川
課
と
農
政
部
が
連
携
し
て

『
水
み
ち
連
携
事
業
』
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

河
川
管
理
者
の
魚
道
整
備
と
、
小
さ
な
自
然
再

生
に
よ
る
魚
道
整
備
で
「
水
み
ち
」
を
つ
な
ぐ

　
千
疋
地
区
は
、
長
良
川
と
武
儀
川
に
は
さ
ま

れ
た
地
域
に
60
h
a
の
水
田
が
広
が
る
地
域

で
す
。
し
か
し
、
農
業
排
水
を
川
に
流
す
た
め

に
堤
防
を
貫
い
て
設
置
さ
れ
て
い
る
樋
管
（
ひ

か
ん
）
の
前
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
落
差
が
あ
り
、

河
川
と
農
業
排
水
路
の
連
続
性
が
途
切
れ
て
い

ま
し
た
。
岐
阜
県
水
産
研
究
所
の
研
究
成
果
よ

り
、
こ
の
地
点
の
連
続
性
（
水
生
生
物
の
移
動

性
）
を
回
復
す
る
こ
と
の
効
果
は
大
き
い
こ
と

が
見
込
ま
れ
て
お
り
、こ
の
２
箇
所
の
落
差（
河

川
側
と
農
業
排
水
路
側
）
に
つ
い
て
、
水
生
生

物
の
移
動
性
を
回
復
さ
せ
る
た
め
の
方
法
が
検

討
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
河
川
側
の
落
差

は
岐
阜
県
美
濃
土
木
事
務
所
が
簡
易
な
魚
道
を

設
置
す
る
こ
と
と
な
り
、農
業
排
水
路
側
に
は
、

岐
阜
県
自
然
共
生
工
法
研
究
会
で
小
さ
な
自
然

再
生
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
有
志
メ
ン
バ

ー
と
地
域
住
民
で
手
作
り
魚
道
を
設
置
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

活
動
の
な
が
れ

2012

岐
阜
県
水
産
研
究
所
に
よ
る

農
業
排
水
路
の
生
物
調
査

2016-17

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
実
施

（
岐
阜
県
水
産
研
究
所
）

2015.11

地
元
協
議
会
で
計
画
が
認
め
ら
れ
、

参
加
を
呼
び
か
け

2015.10

岐
阜
県
自
然
共
生
工
法
研
究
会
有
志

メ
ン
バ
ー
で
手
作
り
魚
道
を
検
討

2015

関
市
千
疋
地
区
で
関
市
役
所
、
地
元

代
表
者
ら
含
む
複
数
回
の
地
元
協
議
会

2018

水
田
魚
道
の
整
備
（
地
元
＋
岐
阜
県
農

村
振
興
課
）、
農
業
排
水
路
の
魚
道
整

備
（
地
元
＋
岐
阜
県
農
地
整
備
課
）

2014

岐
阜
県
の
「
水
み
ち
連
携
事
業
」
始
ま

る
。
モ
デ
ル
地
区
に
千
疋
地
区
が
選
定

さ
れ
る

2015冬

河
川
側
の
魚
道
工
事
（
岐
阜
県
美
濃
土

木
事
務
所
）
と
農
業
排
水
路
側
の
手
作

り
魚
道
設
置
（
研
究
会
有
志
メ
ン
バ
ー

＋
地
元
有
志
）

（
左
上
）
農
業
排
水
路
の
水
は
武
儀
川
の
左
岸

堤
防
の
樋
管
か
ら
土
羽
の
水
路
を
介
し
て
武
儀

川
に
つ
な
が
る
。
樋
管
の
扉
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
水
叩
き
部
と
落
差
が
生
物
の
移
動
の
障
害
に

な
っ
て
い
た
。

（
左
上
）
堤
防
の
内
側
。
川
か
ら
来
た
魚
が
樋

管
を
仮
に
く
ぐ
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
樋
管
の

堤
内
地
側
に
落
差
が
あ
る
。
マ
ス
の
底
か
ら
の

高
さ
は
約
1
・
2
ｍ
も
あ
る
。
写
真
に
写
っ
て

い
る
の
は
手
作
り
魚
道
の
設
計
者
坂
井
悟
さ
ん
。

（
右
）
千
疋
地
区
で
の
水
み
ち
連
携
事
業
の
概

要
。
数
年
か
け
て
段
階
的
に
水
み
ち
の
連
続
性

を
回
復
さ
せ
て
き
た
。

実
施
体
制
・
ス
キ
ー
ム

岐
阜
県
の
「
清
流
の
国
ぎ
ふ
・
水
み
ち
の
連

続
性
連
携
検
討
会
」
で
は
、
県
土
整
備
部
河

川
課
（
河
川
管
理
者
）、
農
政
部
農
村
振
興
課

（
水
田
関
係
）、
農
政
部
農
地
整
備
課
（
用
排
水

路
関
係
）、
岐
阜
県
水
産
研
究
所
（
水
生
生
物
）

と
有
識
者
か
ら
な
る
検
討
会
を
行
っ
て
い
て
、

川
－
農
業
排
水
路
ー
里
山
・
水
田
ま
で
の
連
続

性
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
場
は
、
河
川
管
理
者
で
あ
る
美
濃
土
木
事

務
所
が
河
川
側
魚
道
を
、
農
業
排
水
路
の
管
理

者
で
あ
る
関
市
、
岐
阜
県
自
然
共
生
工
法
研
究

会
有
志
メ
ン
バ
ー
と
、
地
域
住
民
で
農
業
排
水

路
側
の
魚
道
を
設
置
し
ま
し
た
。

かつて川と田んぼは水路でつながっており、
生き物は川と田んぼを自由に行き来して命をつないできました。
この取組みでは、河川管理者、農業排水路の管理者、地元農家、
地域の技術者、専門家らが協力して、川と田んぼの連続した
『水みち』をつなぐためにそれぞれの方法で魚道を整備し、
予想通り多くの魚類が排水路に見られるようになりました。

岐阜県河川課

関市

岐阜県農地整備課

岐阜県美濃土木事務所

岐阜県農業振興課

岐阜県自然共生工法研究会有志
＋地域住民

岐阜県水産研究所

水みちの連続性連携検討会

現場での検証や施工など

河川と排水路の連続性

農業排水路関係の手続き

農業排水路内の連続性

河川側の魚道工事

水田と排水路の連続性

農業排水路側の魚道など

モニタリングと効果検証
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工
法
の
説
明
・
工
夫
し
た
点

河
川
側
の
簡
易
魚
道
の
工
夫
し
た
点

河
川
側
に
水
生
生
物
の
移
動
を
邪
魔
す
る
要

因
が
３
つ
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
①
農
業
排
水

路
の
出
口
に
あ
た
る
樋
管
の
扉
（
普
段
は
ほ

と
ん
ど
閉
ま
っ
て
い
る
）、
②
平
滑
な
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
水
叩
き
部
分
（
水
深
が
浅
く
流
速
が

早
い
）、
そ
し
て
、
③
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
分
か

ら
の
落
差
で
す
。
①
、
②
は
追
っ
て
工
夫
す
る

こ
と
と
し
て
、
河
川
管
理
者
で
あ
る
美
濃
土
木

事
務
所
が
③
の
落
差
を
解
消
す
る
た
め
の
簡
易

魚
道
を
施
工
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

排
水
路
か
ら
流
れ
た
水
は
土
羽
の
ク
リ
ー
ク
を

1
0
0
m
ほ
ど
流
れ
て
武
儀
川
に
合
流
し
て

い
ま
す
。
こ
の
場
所
は
、
長
良
川
と
武
儀
川
の

合
流
点
に
広
が
る
広
い
川
原
に
位
置
し
て
お

り
、
洪
水
時
に
は
こ
の
ク
リ
ー
ク
が
魚
の
避
難

場
に
も
な
っ
て
い
て
、
落
差
の
下
流
に
大
き
い

淵
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
洪
水
時
に
ク
リ
ー
ク

に
集
ま
っ
た
魚
が
農
業
排
水
路
に
遡
上
で
き
る

よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。

農
業
排
水
路
側
の
手
作
り
魚
道
の

工
夫
し
た
点

農
業
排
水
路
側
に
は
、
樋
管
と
つ
な
が
っ
て

い
る
マ
ス
と
排
水
路
の
間
に
約
1.
2
m
の

落
差
が
あ
り
ま
し
た
。河
川
の
外
で
あ
る
た
め
、

農
業
排
水
路
の
管
理
者
で
あ
る
関
市
役
所
の
許

可
を
得
て
、
有
志
の
手
に
よ
り
、
手
作
り
魚
道

を
設
置
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

排
水
路
の
幅
は
2.
5
m
あ
り
、
全
断
面

の
魚
道
を
作
ろ
う
と
す
れ
ば
な
か
な
か
大
規

模
な
構
造
物
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

最
小
限
の
機
能
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
こ

の
場
所
は
、
普
段
は
水
面
の
落
差
だ
け
で
も

0
.
6
m
く
ら
い
あ
る
が
、
農
業
排
水
路
が

か
な
り
増
水
し
た
状
況
で
あ
れ
ば
、
魚
道
が
な

く
て
も
生
物
は
遡
上
で
き
そ
う
で
す
。そ
こ
で
、

排
水
路
の
流
量
が
比
較
的
少
な
い
と
き
に
遡
上

で
き
る
簡
易
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
魚
道
を
マ
ス
の

角
の
部
分
に
設
置
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
マ

ス
の
角
に
設
置
す
る
こ
と
で
、
大
雨
で
増
水
し

た
と
き
に
は
流
れ
が
直
接
あ
た
ら
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
で
も
あ
り
ま
す
。

農
業
排
水
路
に
安
価
な
バ
ー
ブ
工
を

設
置
し
て
水
深
を
稼
ぐ

や
っ
と
の
こ
と
で
農
業
排
水
路
ま
で
た
ど
り

着
い
た
魚
が
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
す
ぐ
上
流

の
区
間
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
面
張
り
で
幅
が
広

い
た
め
普
段
は
水
深
が
浅
い
で
す
。
少
し
上
流

に
は
幅
が
狭
く
水
深
が
深
い
区
間
が
あ
る
た

め
、
普
段
の
水
深
を
稼
ぐ
と
と
も
に
、
水
際
に

少
し
だ
け
土
砂
を
た
め
て
植
物
が
生
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
隠
れ
場
所
を
作
る
こ
と
な
ど
を
狙
っ

て
、
簡
単
な
バ
ー
ブ
工
を
設
置
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

米倉さんは、淡水生態系の研究者で、岐阜県水産研究所の
仲間らと濃尾平野の農業排水路に棲む魚類を、数年かけて
数百箇所もの地点で徹底的に調査した結果から、農地と河
川が落差工などによって分断されている場所をつなげた場
合に、どれくらい魚種数を増やすことができるかを予測す
る手法を見出しました。千疋地区でもモニタリング調査を
行って、魚道によってつなげた農業排水路に予測通り魚種
数が増加していることが確認されました。米倉さんの科学
的な裏付けが「小さな自然再生」の取組みの効果の実感と
説得力を与え、地元も巻き込んだ次なる取り組みにつな
がっています。

米倉 竜次さん
岐阜県水産研究所

施
工
後
の
維
持
管
理
や

　
利
活
用
の
工
夫

農
業
排
水
路
の
手
作
り
魚
道
は
設
置
後
３
年
経

過
し
て
も
と
く
に
破
損
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

よ
く
ゴ
ミ
が
引
っ
か
か
っ
て
お
り
、
地
元
農
家

の
方
々
が
水
路
の
掃
除
の
際
に
取
り
除
い
て
く

れ
て
い
ま
す
。
現
場
が
堤
防
の
両
側
に
あ
り
、

見
学
し
や
す
い
た
め
技
術
者
向
け
の
勉
強
会
な

ど
で
紹
介
し
、
河
川
と
農
地
の
つ
な
が
り
が
川

の
生
態
系
保
全
に
果
た
す
役
割
な
ど
を
学
ぶ
場

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

使用材料・工具・造り方

河川側の簡易魚道
簡易魚道は遮水シートの上に根固めブロックを並べて斜
路を作るだけの構造で安価なものとしました。凹凸の大
きい製品を選んでできるだけ流れを緩くするとともに、
少ない流量でも水深がとれるように根固めブロックを並
べる際に真ん中が低くなるように設置しました。斜路を
作るために埋めてしまった淵のかわりに、斜路の下流端
を深くほって人工的に淵を作り、斜路の下流端が淵の水
面に常に水没するように調整しました。

農業排水路の手作り魚道
材料は全て近所のホームセンターで手に入ることを前提
とし、有志メンバーは現場の下見の後にその足でホーム
センターに向かいました。安価な建築用コンクリブロッ
クを積み上げる形でコンパクトな階段式魚道を作ること
にしました。鉄筋はあらかじめホームセンターの鉄筋
カッターで所定の長さに切っておき、現場ではインスタ
ントコンクリートを用いて空洞にモルタルを充填して組
み立てました。プール部分は後から石などを入れて深さ
を調整できるようにしました。

ワンコイン・バーブ工法
厚さ 10cmの建築ブロックを、長さ 10cmほどの差し
鉄筋とインスタントコンクリートで排水路の床に固定し
てバーブ工を試験的に設置しました。１基あたりの材料
費は 500円しないのでワンコイン・バーブと命名しま
した。

簡易魚道 （左）施工直後（右）施工後半年

手作り魚道の設置作業

手作り魚道の設置作業

ワンコイン・バーブ工法の設置

効
果
（
一
次
効
果
・
二
次
効
果
）

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
に
よ
り
予
想
さ
れ
た

魚
種
数
の
増
加
を
確
認

岐
阜
県
水
産
研
究
所
の
米
倉
さ
ん
の
手
法
で

は
、
魚
道
が
上
手
く
機
能
す
れ
ば
、
魚
道
設
置

前
に
4
種
し
か
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
魚
種
が
11

種
ま
で
増
え
る
と
予
測
さ
れ
て
ま
し
た
が
、
関

係
者
は
半
信
半
疑
で
し
た
。
実
際
に
設
置
後
2

年
間
で
そ
れ
ぞ
れ
11
種
、
12
種
の
魚
種
が
確
認

さ
れ
、
魚
道
の
効
果
が
確
認
さ
れ
る
と
同
時
に

米
倉
さ
ん
の
予
測
手
法
が
裏
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

地
元
農
家
の
盛
り
上
が
り
、

隣
接
地
域
へ
の
展
開

魚
道
設
置
後
の
2
年
間
で
農
業
排
水
路
に
入
っ

て
く
る
魚
が
増
え
た
の
を
見
た
地
元
農
家
の

方
々
の
機
運
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
第
二
段

階
の
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
水
田
魚
道
の
設
置
が

は
じ
ま
り
、
こ
こ
で
も
岐
阜
県
水
産
研
究
所
が

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
千
疋
地
区
で

の
取
組
み
を
興
味
深
く
見
て
い
た
の
は
、
ほ
ど

近
い
関
市
上
白
金
地
区
の
方
々
で
、「
自
分
た

ち
で
も
や
っ
て
み
た
い
」
と
、
河
川
管
理
者
と

有
識
者
が
相
談
に
招
か
れ
、
川
か
ら
排
水
路
、

排
水
路
か
ら
水
田
の
間
の
落
差
を
自
分
た
ち
で

つ
な
げ
始
め
ま
し
た
。
年
配
の
農
家
の
方
々
が
子

供
の
と
き
に
触
れ
て
い
た
川
と
水
路
と
農
地
を
行

き
来
す
る
魚
た
ち
の
姿
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

現場のキーパーソン


